


　

４
月
19
日
、「
令
和
３
年
度
四
国
森
林
管

理
局
の
重
点
取
組
事
項
」
を
公
表
し
ま
し

た
。

　

公
表
に
あ
た
っ
て
の
記
者
発
表
で
は
、

石
垣
英
司
四
国
森
林
管
理
局
長
が
、「
四
国

森
林
管
理
局
は
、
国
有
林
を
適
切
に
管
理
・

保
全
し
、
林
業
成
長
産
業
化
や
国
土
強
靱

化
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
充
実
等
に
引

き
つ
づ
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と

挨
拶
し
、
具
体
的
な
取
組
内
容
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
吉
野
川
上
流
地
区
民

有
林
直
轄
治
山
事
業
や
国
有
林
材
の
供

給
、
獣
害
対
策
等
の
質
問
が
あ
り
、
当
局

の
取
組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
四
国
森
林
管
理
局
の
重

点
取
組
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
そ
の
組
織
・
人

材
・
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
域
の

皆
様
と
連
携
し
、
①
人
材
育
成
の
取
組
、

②
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
と
木
材
生
産
の
収

益
性
の
向
上
、
③
獣
害
対
策
の
推
進
、
④

災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
、
⑤
国
民
に
親

し
ま
れ
る
森
林
や
資
源
の
活
用
な
ど
の
取

組
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
の
林
業
成
長

産
業
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
１
】
人
材
育
成
の
取
組

　

森
林
経
営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲
与

税
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
よ
り

市
町
村
の
林
務
行
政
の
役
割
が
一
層
高

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
当
局
職

員
の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
林
務
担
当
者
等
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
林
業
事
業
体
の
育
成
の

た
め
に
、
以
下
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
現
地
検
討
会
の
開
催
な
ど
、
林
業
事
業

体
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
森
林
総
合
監
理
士
活
動
の
推
進
・
活
性

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
市
町
村
の
林
務
行
政
へ
の
技
術
的
支
援

を
行
い
ま
す
。

○
高
校
・
大
学
等
の
将
来
の
森
林
・
林
業

を
担
う
人
材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

【
取
組
事
項
２
】
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
と
木

材
生
産
の
収
益
性
の
向
上

　

健
全
な
森
林
を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
造
林

の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
し
、
木
材
生
産
の
収

益
性
向
上
や
安
定
的
な
木
材
供
給
を
行
い
、

そ
の
技
術
の
民
有
林
へ
の
普
及
を
図
る
た

め
に
、
以
下
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
、
伐
採
と

造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
、
コ
ン
テ
ナ

苗
の
活
用
、
下
刈
り
の
省
力
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
、
集
約
化
試
験
団
地
で
の
実
証
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
木
材
生
産
の
収
益
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
列
状
間
伐
や
シ
ス
テ
ム
販
売
の
実
施
、

民
国
連
携
し
た
木
材
供
給
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

【
取
組
事
項
３
】
獣
害
対
策
の
推
進

　

深
刻
化
す
る
シ
カ
被
害
や
、
近
年
増
加

傾
向
に
あ
る
ノ
ウ
サ
ギ
被
害
の
防
止
対
策

石垣局長の挨拶・資料説明の様子

竹島土場（高知県四万十市）

列状間伐を実施した森林

市町村林業担当者実務研修の様子

現地検討会の様子



【
取
組
事
項
４
】
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り

　

四
国
各
地
で
も
広
範
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
被
災

箇
所
の
復
旧
や
今
後
の
災
害
時
の
備
え
と

し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

以
下
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
被
害
か
ら
の
復

旧
の
た
め
、
徳
島
県
三
好
市
及
び
高
知
県
大

豊
町
に
お
い
て
、
吉
野
川
上
流
地
区
民
有

林
直
轄
治
山
事
業
に
新
た
に
着
手
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
四
国
森
林
管
理
局

の
主
な
事
業
量
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

石鎚風景林
（愛媛県西条市）

小型囲いワナ「こじゃんと１号」

千本山風景林
（高知県馬路村）

令和３年度四国
森林管理局の重
点取組事項

徳島県 香川県 愛媛県 高知県 計

木材供給量
（千㎥）

製品（丸太）販売 7 3 47 128 186

立 木 販 売 18 5 29 169 220

森 林 整 備
（ha）

植栽（地拵を含む） 0 18 39 198 255

下 刈 り 7 21 66 464 557

間 伐 74 57 504 1753 2388

治 山 事 業
（億円）

新 設 549 240 340 1442 2571

国 有 林 野 内
直 轄 治 山

3.9
(9 箇所）

1.0
(2 箇所）

3.6
(8 箇所）

21.5
(36 箇所）

30.0
(55 箇所）

民 有 林 野 内
直 轄 治 山

12.3
(18 箇所） － － 22.6

(20 箇所）
34.9

(38 箇所）

令和３年度　四国森林管理局県別主要事業量

注）事業量は、令和３年度当初予定の事業量で、令和２年度からの繰越事業量を含む。
注）各事業量は四捨五入により計が一致しない場合がある。

根津木崩壊（徳島県三好市）

立川下名崩壊（高知県大豊町）

と
し
て
、
以
下
の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
囲
い
ワ
ナ
等
に
よ
る
シ
カ
捕
獲
や
四
国

森
林
管
理
局
が
開
発
し
た
「
こ
じ
ゃ
ん
と

１
号｣

、｢
こ
じ
ゃ
ん
と
２
号
」
の
普
及
・

Ｐ
Ｒ
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
を
利
用
し
た
ワ
ナ
見
回

り
の
実
証
な
ど
、
シ
カ
被
害
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

○
防
護
柵
及
び
忌
避
剤
を
用
い
た
試
験
の

実
施
な
ど
、
ノ
ウ
サ
ギ
被
害
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

○
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
と
し
て
、
災
害

時
に
備
え
、
迂
回
路
と
し
て
も
活
用
可
能

な
特
に
重
要
な
林
道
の
整
備
・
強
化
等
を

推
進
し
ま
す
。

【
取
組
事
項
５
】
国
民
に
親
し
ま
れ
る
森
林

や
資
源
の
活
用

　

豊
か
な
自
然
を
育
む
森
林
を
観
光
や
産

業
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
以
下

の
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
“
日
本
美
し
の
森　

お
薦
め
国
有
林
”

の
魅
力
発
信
、
遊
歩
道
の
整
備
や
、「
祖
谷

の
か
ず
ら
橋
」
の
架
替
資
材
で
あ
る
「
シ

ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
」
の
確
保
・
供
給
な
ど
、

観
光
・
産
業
資
源
へ
の
資
材
供
給
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
多
様
な
森
林
づ
く
り
“
見
え
る
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
”
と
し
て
、
育
成
複
層
林
施
業

及
び
針
広
混
交
林
へ
の
誘
導
な
ど
多
様
な

森
林
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
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「
久
々
に
『
山
』
の
現
場
へ
」

徳
島
森
林
管
理
署
長　

島
田
喜
代
司

　

４
月
か
ら
徳
島
森
林
管
理
署
で
お
世
話

に
な
る
島
田
で
す
。
徳
島
署
は
も
と
よ
り
、

四
国
森
林
管
理
局
で
の
勤
務
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

３
月
ま
で
は
東
北
森
林
管
理
局
仙
台
森

林
管
理
署
の
海
岸
防
災
林
復
旧
対
策
室

で
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
壊
滅

し
た
仙
台
湾
の
海
岸
防
災
林
の
再
生
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。
仙
台
湾
で
は
民
国
併

せ
て
１
１
０
０
ha
に
も
及
ぶ
海
岸
防
災
林

が
被
災
し
、
仙
台
署
で
は
こ
れ
ら
の
被
災

箇
所
を
国
有
林
は
も
と
よ
り
、
民
有
林
に

つ
い
て
も
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
と
し
て

国
有
林
と
一
体
的
に
10
年
の
復
興
期
間
内

で
生
育
基
盤
盛
土
を
造
成
し
、
ク
ロ
マ
ツ

を
植
栽
す
る
復
旧
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
２
回
、
計
４
年
間
仙
台

署
の
対
策
室
に
勤
務
し
、
林
野
庁
勤
務
で

も
仙
台
湾
や
東
日
本
大
震
災
の
普
及
に
関

わ
っ
た
の
で
、
こ
こ
10
年
は
山
よ
り
海
へ

行
く
こ
と
が
多
く
、
平
坦
な
海
岸
に
慣
れ

た
身
体
が
剣
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
に

耐
え
ら
れ
る
か
少
し
心
配
で
す
が
、
管
内

を
回
り
な
が
ら
潮
の
香
り
を
感
じ
な
い
森

林
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

徳
島
署
管
内
は
国
有
林
が
多
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
が
、
一
県
一
署
と
い
う
こ
と
も

あ
り
民
有
林
と
も
様
々
な
関
わ
り
が
あ
る

こ
と
か
ら
国
有
林
の
み
な
ら
ず
、
徳
島
県

や
地
元
市
町
と
一
緒
に
管
内
の
森
林
・
林

業
の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
吉
野
川
上
流
治
山
事
業
所
」

を
開
設

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

　

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
に
伴
い
、
徳
島

県
三
好
市
及
び
高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町
の

県
境
付
近
に
お
い
て
、
広
域
的
か
つ
大
規

模
な
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
徳
島
・
高
知

両
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
令
和
３
年
４

月
、「
嶺
北
森
林
管
理
署
吉
野
川
上
流
治
山

事
業
所
」
を
大
豊
町
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
に
開
設
し
、
４
月
20
日
、
開
所
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
石
垣
英
司
局
長
か
ら
「
開
所
に

至
る
ま
で
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
で
力
を
合
わ
せ
、

一
日
も
早
く
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
両
県
、
大
豊
町
、

三
好
市
の
関
係
者
の
方
々
か
ら
は
、
国
に

よ
る
直
轄
事
業
と
し
て
着
手
す
る
こ
と
が
、

早
期
の
災
害
復
旧
へ
つ
な
が
る
と
の
期
待

と
感
謝
を
込
め
た
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
署
職
員
に
よ
る
吉
野
川
上

流
地
区
事
業
概
要
の
説
明
を
行
い
、
最
後

に
玄
関
前
に
て
事
業
所
の
看
板
を
前
に
記

念
撮
影
を
し
て
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
吉
野
川
上
流
地
区
民
有
林
直
轄
治
山

事
業
」
は
、
徳
島
県
三
好
市
、
高
知
県
長

岡
郡
大
豊
町
の
県
境
部
を
一
体
と
し
た
地 看板全員正面

4



5

「
春
の
緑
の
街
頭
募
金
」

皆
さ
ん
の
善
意
で
森
林
づ
く
り

〈
局
技
術
普
及
課
〉

　

４
月
18
日
、
公
益
社
団
法
人
高
知
県
森

と
緑
の
会
の
主
催
に
よ
る
、「
春
の
緑
の
街

頭
募
金
」
が
、
高
知
市
の
中
央
公
園
及
び

ひ
ろ
め
市
場
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
高
知
県
林
業
振
興
・
環
境

部
長
か
ら
の
祝
辞
を
兼
ね
た
挨
拶
の
あ

と
、
中
央
公
園
帯
屋
町
筋
に
お
い
て
、
緑

の
少
年
団
を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
り

石
垣
英
司
局
長
も
募
金
さ
れ
た
方
々
に

「
高
知
の
山
歩
き
手
拭
い
」
等
の
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
人
出
も
若
干
少
な
く
、
街
頭
募
金
活
動

も
間
隔
を
置
き
、
声
か
け
は
控
え
め
と

な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
暖
か
い
心
の

こ
も
っ
た
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
が
、
高
知
県
の

森
林
整
備
や
緑
化
推
進
、
子
ど
も
達
へ
の
森

林
環
境
教
育
、
そ
し
て
木
の
文
化
の
普
及

活
動
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

｢

新
規
採
用
者
研
修｣

の
開
催

〈
局
総
務
課
〉　
　

〈
局
企
画
調
整
課
〉

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
新
規
採
用
職

員
に
対
し
て
、
公
務
員
と
し
て
の
使
命
や

役
割
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
四
国
に
お

け
る
国
有
林
全
般
の
基
礎
知
識
を
習
得
さ
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区
と
し
、
徳
島
県
側
４
区
域
（
白
川
、
根

津
木
、
粟
山
、
大
池
）、
高
知
県
側
４
区
域

（
浦
の
谷
、
立
川
上
名
、
立
川
下
名
、
仁
尾
ヶ

内
）
の
併
せ
て
８
区
域
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
総
区
域
面
積
は
、
１
０
９
１
ha
、
事

業
期
間
は
令
和
３
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で

の
10
年
間
で
す
。
被
災
し
た
箇
所
を
一
体

的
か
つ
早
期
に
復
旧
す
る
た
め
、
渓
間
工

72
基
、
山
腹
工
36
・
９
ha
を
計
画
し
、
総

事
業
費
は
58
億
円
と
な
り
ま
す
。

　

復
旧
ま
で
長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

地
元
や
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、
当
署
と
し
ま
し

て
も
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
取
り
組
み
、

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
森
林

の
再
生
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

白川崩壊裏の谷崩壊
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せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
規
採
用
者
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
対
象
と
な

る
８
名
の
新
規
採
用
職
員
に
、
４
月
19
日

か
ら
23
日
ま
で
新
規
採
用
者
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
局
の
事
業
概
要
や
各
課
の
業

務
内
容
の
講
義
な
ど
の
座
学
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
業
務
で
は
、
現

場
作
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
21
日
に
、｢

国

有
林
現
地
見
学｣

と
し
て
、｢

日
本
美
し
の

森　

お
薦
め
国
有
林｣

に
も
選
定
さ
れ
て

い
る
、｢

工
石
山
自
然
休
養
林｣

で
現
地
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、｢

日
本
美
し
の

森　

お
薦
め
国
有
林｣

や
、
自
然
休
養
林

等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
根
曲
が

り
ス
ギ
や
、
白
鷲
岩
等
、
工
石
山
の
様
々

な
ポ
イ
ン
ト
を
見
学
し
な
が
ら
登
山
を
行

い
ま
し
た
。

ドローンの飛行練習の様子

鈴木業務管理官の説明の様子

　

道
中
は
、
鈴
木
正
勝
業
務
管
理
官
や
他

の
講
師
か
ら
地
図
の
見
方
や
植
生
等
に
つ

い
て
説
明
も
行
わ
れ
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
る
研
修
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
登
山
後
は
石
原
山
国
有
林
に
移

動
し
、
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
、

基
本
操
作
の
習
熟
に
努
め
ま
し
た
。
は
じ

め
の
第
一
歩
だ
っ
た
た
め
緊
張
し
な
が
ら

の
操
作
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
業
務
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

意見交換の様子

　

座
学
が
続
い
て
い
た
研
修
の
中
で
、
自

然
の
空
気
を
吸
収
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
た
良
い
機
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
、
新
規
採
用
職
員
が

抱
え
て
い
る
不
安
や
悩
み
な
ど
に
応
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
四
国
森
林
管
理
局
内
の

先
輩
職
員
（
７
名
）
が
、
自
ら
の
体
験
に

基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
い
っ
た

新規採用者と講師の集合写真（工石山杖塚）

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
職
員
か
ら
は
、「
先
輩
職
員
等

に
自
分
を
覚
え
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
」「
電
話
の
取
り
方
な
ど
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
」
な
ど

の
悩
み
や
相
談
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
先
輩

職
員
か
ら
は
、「
相
手
に
自
分
を
覚
え
て
も

ら
う
た
め
に
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
い

る
」「
電
話
対
応
は
相
手
の
事
を
考
え
ゆ
っ

く
り
喋
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
」
な
ど
、

自
分
が
体
験
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
か
ら
は
、「
年
齢
層
の
近
い
先
輩

方
が
実
際
に
経
験
し
た
事
を
聞
く
こ
と
が

で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」「
こ
れ
ら
の
こ
と

を
仕
事
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
あ
り
、
新
規
採
用
職
員
が
抱
え

る
不
安
や
悩
み
が
少
し
で
も
解
消
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
行
動
の
糧
に
し
て
も
ら
え
る

い
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
一

部
ｗ
ｅ
ｂ
参
加
と
な
る
な
ど
、
職
員
同
士

が
意
見
交
換
の
場
を
作
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

新
規
採
用
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
５
日

間
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
々
の
業
務

や
生
活
に
活
か
し
、
そ
れ
で
も
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
場
合
に
は
、
上
司
や
先
輩
等
に
気

軽
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
職
員
一
人
一
人

が
明
る
く
楽
し
い
職
場
や
生
活
が
で
き
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
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